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はは じじ めめ にに

透析医療の進歩に伴い透析患者の高齢化が進み、また、高齢者

の透析導入も年々増加している。。

高齢透析者においても、いかに透析生活を送るかという生命の高齢透析者においても、いかに透析生活を送るかという生命の

質・生活の質（ＱＯＬ）が質・生活の質（ＱＯＬ）が、、より重視される時代となってきた。より重視される時代となってきた。

患者のＱＯＬを考えるとき、治療中の血圧の安定をはじめ身体的患者のＱＯＬを考えるとき、治療中の血圧の安定をはじめ身体的

苦痛が少ないことが、ＡＤＬの低下を防ぎ、ＱＯＬの向上につなが苦痛が少ないことが、ＡＤＬの低下を防ぎ、ＱＯＬの向上につなが

ると考える。その為には、透析量を損なう事なく、安全かつ安楽にると考える。その為には、透析量を損なう事なく、安全かつ安楽に

治療を行うことが大切であると考える。治療を行うことが大切であると考える。



当院は開院以来当院は開院以来、、血液透析濾過法（ＨＤＦ）を施行してきた。血液透析濾過法（ＨＤＦ）を施行してきた。

現在、現在、7070歳以上の高齢透析患者は歳以上の高齢透析患者は1515名（全体の名（全体の2323％）である。％）である。

治療期間中、栄養状態や貧血の改善が見られ、治療中・治療治療期間中、栄養状態や貧血の改善が見られ、治療中・治療

後の身体的苦痛が少なく安定した治療が行えている。後の身体的苦痛が少なく安定した治療が行えている。

また、腎疾患特異的尺度を参考に聞き取り調査を施行また、腎疾患特異的尺度を参考に聞き取り調査を施行しし、、

ＡＤＬが向上していったことが分かった。ＡＤＬが向上していったことが分かった。

このことから、高齢透析患者であっても、ＨＤＦで透析量を増やこのことから、高齢透析患者であっても、ＨＤＦで透析量を増や

すことが患者のＱＯＬの向上につながると思われた。すことが患者のＱＯＬの向上につながると思われた。

当院高齢透析者の現状を報告する当院高齢透析者の現状を報告する。。

はは じじ めめ にに



対象患者と背景対象患者と背景
男性：男性：88名、女性：名、女性：77名名 計：計：1515名名

年齢：年齢：7070歳～歳～8585歳歳 ＤＭ：ＤＭ：66名名

透析歴：透析歴：44か月～か月～2424年年

転院前の治療歴：転院前の治療歴： 1111日～日～2020年年

当院での治療歴：当院での治療歴： 66か月～か月～44年年44か月か月

介護保険利用者：介護保険利用者：22名名 （申請中：（申請中：22名）名）

通院方法：徒歩通院方法：徒歩 11名名

公共機関・タクシーの利用公共機関・タクシーの利用 55名名

自家用車自家用車 55名名

家族による送迎家族による送迎 33名名

ヘルパーによる送迎ヘルパーによる送迎 11名名



治治 療療 条条 件件

治療方法治療方法 ：オンライン：オンライン ＨＤＦＨＤＦ((前希釈）前希釈）

透析時間透析時間 ：：3.753.75～～4.54.5時間／時間／33回／週回／週

44時間／時間／44回／週（１名のみ）回／週（１名のみ）

膜面積膜面積 ：：1.81.8～～2.52.5㎡㎡

血流量血流量 ：：180180～～380ml380ml／／minmin

濾過流量濾過流量 ：：200200～～250ml250ml／／minmin

総透析液流量：総透析液流量：600600～～700ml700ml／／minmin
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透透 析析 効効 率率
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２００５年７月のデータ２００５年７月のデータ （平均値）（平均値）

透析前透析前 透析後透析後 除去率除去率（％）（％）

ＩＰＩＰ（ｍｇ（ｍｇ//ｄｌ）ｄｌ） 5.05.0±±0.60.6 1.71.7±±0.30.3 65.265.2±±5,55,5

ＢＵＮＢＵＮ((ｍｇｍｇ//ｄｌｄｌ)) 60.0±11.6 13.9±3.3 77.0±4.3

ＣｒＣｒ（ｍｇ（ｍｇ//ｄｌ）ｄｌ） 8.5±1.6 2.5±0.5 70.8±3.9

ββ２－Ｍｇ２－Ｍｇ
（ｍｇ（ｍｇ//ｌ）ｌ）

23.6±5.7 4.8±1.3 79.6±3.6

ａｌｂａｌｂ（ｇ（ｇ//ｄｌ）ｄｌ） 3.8±0.3 4.0±0.3

ＨｔＨｔ（％）（％） 34.0±2.8



治治 療療 中中 のの 経経 過過 記記 録録
症例 １
Ａ氏 ７７歳 男性 （非ＤＭ）



治治 療療 中中 のの 経経 過過 記記 録録
症例 ２
Ｂ氏 ７５歳 男性 （ＤＭ）



治治 療療 中中 のの 経経 過過 記記 録録
症例 ３

Ｃ氏 ８５歳 女性 （ＤＭ）



聞き取り調査結果聞き取り調査結果
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聞き取り調査結果聞き取り調査結果
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聞き取り調査結果聞き取り調査結果
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聞き取り調査結果聞き取り調査結果
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聞き取り調査結果聞き取り調査結果
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治治 療療 中中 のの 様様 子子



考考 察察 １１
ＱＯＬとは、年齢に関係なく、いかに毎日を充実させて、満足感をもって

生活を送ることができるかである。

透析患者のＱＯＬを考えるとき、

「透析合併症を予防する」

「身体的苦痛の少ない治療である」

ことが大切である。

そこで考えられるのが、血液透析濾過法（ＨＤＦ）である。

当院で、オンライン ＨＤＦを施行している患者に共通してみられたことは、

・治療中の血圧が安定している。

・治療中や治療後の身体的苦痛が少ない。

・栄養状態や貧血が改善された。

・加齢による身体機能の低下はみられるが、日常生活において

「体を動かすことが苦痛でなくなった」など元気になったと実感

され、ＡＤＬが拡大した。



考考 察察 ２２
透析生活は、

・食欲不振

・皮膚の掻痒感

・治療中の血圧低下 などの身体的苦痛

・水分制限

・食事制限 などの精神的ストレス

により、日々の充実感や満足感が損なわれる。

患者が日々の生活に満足し、生きがいや目標をもって生きること

がQOLの向上であり、その為には、ＨＤＦで十分な透析量を確保

し、これらの身体的・精神的苦痛を緩和することが大切だと思わ

れた。



まま とと めめ

高齢者の血液透析療法においてＱＯＬの向上を図るためには、高齢者の血液透析療法においてＱＯＬの向上を図るためには、

““苦痛なく十分な透析量を確保する苦痛なく十分な透析量を確保する””

ことが最も重要である。ことが最も重要である。

そのためには、オンラインＨＤＦが最善の治療法でそのためには、オンラインＨＤＦが最善の治療法で

あると思われる。あると思われる。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


